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大宝・大宝東児童館では昨年６月から、地域の人を講師に伝統文化子ども教室を開催しま
した。１年間をとおして、生

い け

花
ば な

、茶道、囲碁・将棋の各教室で伝統文化を学んだ子どもた
ち。２月13日、伝統文化子ども教室とオカリナの発表会を大宝児童館で行いました。子ど
もたちは、自分たちで生けた生花の展示や、茶道のお手前を披露したり将棋の対局をした
りと１年間の成果を発表。最後は、オカリナくらぶによる演奏が行われ、美しい音色をみ
んなで楽しみました。
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市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
栗
東
市
政
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
栗
東
市
を
取
り
巻
く
行
財
政
環
境
は
、
引
き
続
き
厳

し
い
状
況
に
あ
る
中
、
平
成
20
年
度
か
ら
３
年
計
画
で
皆
さ
ま

の
ご
協
力
の
も
と
に
進
め
て
き
た
「
財
政
再
構
築
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

は
策
定
目
標
ど
お
り
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
改
め
て
こ
こ
に

深
く
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

し
か
し
、
景
気
悪
化
に
よ
る
影
響
は
国
や
地
方
自
治
体
の
税

収
に
も
大
き
く
現
れ
、
本
市
も
昨
年
に
比
べ
て
市
税
収
入
が

10
億
円
以
上
の
減
収
と
な
る
見
込
み
な
ど
、
例
外
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

こ
れ
ら
新
た
に
生
じ
た
財
源
不
足
へ
の
対
応
と
し
て
更
な
る

事
業
見
直
し
等
を
実
施
し
、
市
の
財
政
健
全
化
に
向
け
て
一
層

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。（
折
り
込
み
の
「
更
な
る
財
政
再

構
築
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

　

今
年
度
は
、
向
こ
う
10
年
間
を
見
据
え
た
「
第
五
次
栗
東
市

総
合
計
画
」
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
初
年
度
に
あ
た
り
ま
す
。

こ
の
計
画
に
よ
る
次
の
将
来
都
市
像
を
、
ひ
と
・
ま
ち
・
環
境

と
も
に
育
む
『
健
や
か
・
に
ぎ
わ
い
都
市
』
栗
東
と
し
て
、「
安

全
と
安
心
」「
環
境
と
創
出
」「
愛
着
と
交
流
」
を
基
本
目
標

に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
一
例
を
上
げ
ま
す
と
、

●
「
安
全
と
安
心
の
ま
ち
」
…
将
来
に
わ
た
っ
て
、
市
民
の
誰

も
が
健
康
で
、
安
全
・
安
心
に
住
み
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

ま
ち
に
向
け
、
児
童
・
生
徒
の
学
校
生
活
支
援
、
地
域
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
、
発
達
支
援
事
業
、
保
育
園
・
幼
稚
園
・

市
民
体
育
館
な
ど
公
共
施
設
の
耐
震
補
強
工
事
、
防
犯
の
ま

ち
づ
く
り
推
進
な
ど
。

●
「
環
境
と
創
出
の
ま
ち
」
…
栗
東
に
ふ
さ
わ
し
い
景
観
や
美

し
さ
を
備
え
た
自
然
を
保
全
・
発
展
さ
せ
、
誰
も
が
快
適
に

暮
ら
せ
る
環
境
を
作
る
と
と
も
に
、
地
域
を
支
え
る
産
業
を

育
成
し
将
来
に
わ
た
っ
て
活
力
と
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
ま

ち
に
向
け
、
環
境
基
本
計
画
推
進
事
業
、
新
幹
線
新
駅
中
止

に
伴
う
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
（
後
継
プ
ラ
ン
）、
工
場
誘
致

事
業
、
景
観
啓
発
事
業
な
ど
。

●
「
愛
着
と
交
流
の
ま
ち
」
…
ま
ち
へ
の
愛
着
を
育
み
、
い
つ

ま
で
も
住
み
続
け
た
い
と
思
う
市
民
の
意
識
を
醸
成
し
、
郷

土
の
文
化
を
創
造
・
継
承
す
る
と
と
も
に
、
ま
ち
の
歴
史
・

文
化
の
魅
力
を
活
か
し
、
近
隣
・
広
域
と
の
多
様
な
交
流
が

生
ま
れ
る
ま
ち
に
向
け
、
市
民
社
会
貢
献
活
動
促
進
事
業
、

き
ら
り
フ
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ
推
進
・
く
り
ち
ゃ
ん
元
気
い
っ
ぱ

い
運
動
な
ど
。

（
主
な
事
業
は
、
４
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

　

総
合
計
画
を
基
本
と
し
た

 

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て　

 

栗
東
市
長　

活力に満ちた活力に満ちた

元気なまちへ元気なまちへ

　

市
民
力
、地
域
力
、行
政
力
が
満
ち
た

 

元
気
な
ま
ち
へ　

　

以
上
の
よ
う
に
、
主
な
事
業
の
一
部
を
取
り
上
げ
本
年
度
の
ま

ち
づ
く
り
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
私
は
、
栗
東
市
の
持
て
る
「
市

民
力
」「
地
域
力
」「
行
政
力
」
で
、
平
成
22
年
度
を
活
力
に
満
ち

た
元
気
な
ま
ち
へ
と
回
帰
す
る
大
き
な
転
換
期
に
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、「
新
活
力
創
生
事
始
」
の
年
と
銘
打
ち
、
市
民
が

夢
と
希
望
の
持
て
る
栗
東
市
に
し
て
い
く
確
た
る
信
念
と
決
意
を

も
っ
て
市
政
に
あ
た
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

何
卒
、
市
民
皆
さ
ま
に
は
引
き
続
き
栗
東
市
の
ま
ち
づ
く
り
に

ご
理
解
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

～新活力創生～新活力創生事事
こ とこ と

始始
はじめはじめ

～～
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●
一
般
会
計

　

総
額
は
、
２
７
１
億
８
６
０
０
万
円

で
前
年
度
に
比
べ
て
14
億
１
９
０
０
万

円
（
５・５
％
）
の
増
で
す
が
、
国
の
施

策
に
伴
い
新
た
に
実
施
す
る
子
ど
も
手

当
に
よ
る
増
加
分
10
億
５
０
０
０
万
円
、

ま
た
、
緊
急
雇
用
創
出
事
業
分
１
億

５
５
０
０
万
円
を
差
し
引
い
た
実
質
値

と
し
て
比
較
す
る
と
、
対
前
年
当
初
比

2
億
１
４
０
０
万
円
（
０
・
８
％
）
の

微
増
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
予
算
に
は
、
障
が
い
者
の
自
立

支
援
給
付
の
増
（
９
０
０
０
万
円
）
や

生
活
保
護
費
の
増
（
５
２
０
０
万
円
）、

安
定
的
な
運
営
を
目
指
す
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
へ
の
支
援
（
５
０
０
０

万
円
）
と
い
っ
た
市
民
生
活
の
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
保
持
に
か
か
る
費
用

や
、
新
幹
線
新
駅
後
継
プ
ラ
ン
に
関
連

す
る
事
業
増
（
８
億
６
０
０
０
万
円
）

が
含
ま
れ
て
お
り
、
市
民
生
活
に
直
結

す
る
内
容
や
、
明
日
の
活
力
創
生
に
つ

な
が
る
施
策
に
つ
い
て
、
予
算
を
重
点

化
し
て
い
ま
す
。

【
歳
入
】

　

歳
入
で
は
、
景
気
の
低
迷
に
よ
り
法

人
市
民
税
で
４
億
９
９
０
０
万
円
の

減
、
た
ば
こ
税
で
は
、
約
２
億
８
９
０
０

万
円
の
減
を
そ
れ
ぞ
れ
見
込
み
、
市
税

全
体
で
は
約
10
億
２
１
０
０
万
円
の
減

収
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

国
庫
支
出
金
に
つ
い
て
は
、
主
に
子
ど

も
手
当
創
設
に
よ
り
約
12
億
６
７
０
０

万
円
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
債
に
つ
い
て
は
、
通
常
の

市
債
の
借
入
額
は
普
通
建
設
事
業
費

の
伸
び
に
比
例
し
て
増
加
し
て
い
ま
す

が
、
臨
時
財
政
対
策
債
の
発
行
の
減
少

に
よ
り
、
全
体
と
し
て
は
約
４
３
０
０

万
円
減
少
し
て
い
ま
す
。

【
歳
出
】

　

歳
出
で
は
、
子
ど
も
手
当
の
支
給
、

障
が
い
者
の
自
立
支
援
給
付
費
や
生
活

保
護
費
の
増
に
よ
り
扶
助
費
が
約
11
億

７
１
０
０
万
円
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
新
幹
線
新
駅
中
止
に
伴
う
新
た
な

ま
ち
づ
く
り
事
業
費
が
増
加
し
た
こ
と

か
ら
、
普
通
建
設
事
業
費
が
約
３
億

５
７
０
０
万
円
増
加
し
て
い
ま
す
。

●
特
別
会
計

　

水
道
事
業
会
計
を
含
む
全
11
会
計

で
、
対
前
年
当
初
比
７
０
０
０
万
円

（
０
・
６
％
）
減
の
１
２
２
億
１
５
０
０

万
円
で
す
。
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

で
は
医
療
費
の
増
な
ど
に
よ
り
約
１
億

７
３
０
０
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

水
道
事
業
会
計
で
は
資
本
的
収
支
の
減

少
に
よ
り
約
３
億
５
６
０
０
万
円
の
減

と
な
り
ま
し
た
。

●
一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
計

　

対
前
年
当
初
比
13
億
４
９
０
０
万
円

一
般
会
計
当
初
予
算
２
７
１
億
８
６
０
０
万
円

（
３
・
５
％
）
増
の
３
９
４
億
１
０
０
万

円
で
す
が
、
前
述
し
た
子
ど
も
手
当
な

ど
の
特
殊
要
因
を
除
く
と
、
３
８
１
億

９
６
０
０
万
円
と
な
り
、
対
前
年
当
初

比
実
質
１
億
４
４
０
０
万
円
（
０
・
４

％
）
の
微
増
と
な
り
ま
す
。

会計名 平成 22年度 平成 21年度 増減予算額 構成比 予算額 構成比
一般会計 271億 8,600 万円 69.0% 257 億 6,700 万円 67.7% 5.5%
特別会計 122億 1,500 万円 31.0% 122 億 8,500 万円 32.3% － 0.6%
土地取得
特別会計 2億 1,397 万円 0.5% 2億 5,070 万円 0.7% － 14.7%

国民健康保険
特別会計 48億 7,358 万円 12.4% 47億   77 万円 12.3% 3.7%

老人医療保健
特別会計 202万円 0.0% 3,211 万円 0.1% － 93.7%

介護保険
特別会計 21億 5,538 万円 5.5% 20億  698 万円 5.3% 7.4%

栗東墓地公園
特別会計 502万円 0.0% 516 万円 0.0% － 2.7%

大津湖南都市計画事業
栗東駅前土地区画整理事業
特別会計

9,278 万円 0.2% 9,868 万円 0.3% － 6.0%

大津湖南都市計画事業
栗東新都心土地区画整理事業
特別会計

1億 4,342 万円 0.4% 1億 2,650 万円 0.3% 13.4%

水道事業会計 16億 4,045 万円 4.2% 19億 9,676 万円 5.2% － 17.8%
公共下水道事業
特別会計 26億 4,226 万円 6.7% 26億 4,915 万円 7.0% － 0.3%

農業集落排水事業
特別会計 3,186 万円 0.1% 3,220 万円 0.1% － 1.1%

後期高齢者医療
特別会計 4億 1,426 万円 1.0% 3億 8,599 万円 1.0% 7.3%

合　　　　計 394億  100 万円 100.0% 380 億 5,200 万円 100.0% 3.5%
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※ 22 年度施政方針、予算の詳細は、
市ホームページでご覧いただけます。

　http://www.city.ritto.shiga.jp
～～平成22年度平成22年度 主な事業と予算～主な事業と予算～

 安心して子どもを生み育てられる環境づくりを進めます
●地域子育て支援センター事業…地域子育て包括支援センターを核とした子育て包括支援体制の構築を推進（4,717万円）
●発達支援事業…発達障がいまたはその疑いのある子どもに対して、自立及び社会参加できるよう、発達相談員が相談に応じ、適切な支援を実施（392万円）
●子ども手当等支給事業…中学校修了前までの子どもを対象に、一人につき月額13,000円の子ども手当の支給などを実施（17億7,663万円）

※債務負担…複数年にわたる事業を実施するため、後年度の負担を予算に計上するものです。

 教育と施設の充実を図り、人を育てます
●子どもにこにこサポーター事業…各小学校に子どもにこにこサポーターを配置し、学校へ行けない児童などを対象に、児童の学校生活を支援（719万円）
●不適応生徒支援事業…各中学校に不適応生徒支援員を配置し、不登校の生徒などを対象に、生徒の学校生活を支援（314万円）
●くりちゃん元気いっぱい運動事業…「くりちゃん検定システム（漢字・計算検定）」を導入し、児童・生徒の
自主的、意欲的なチャレンジ精神を育成（1,086万円）
●きらりフルチャレンジ推進事業…教育きらりの日記念講演会や、学校で実施している「計算・漢字検定」の
市民版検定を実施（182万円）

 高齢者、障がい者、ひとり親家庭を応援します
●高齢者福祉推進事業…第５期高齢者福祉計画策定にかかる住民アンケートなどを実施（95万円）
●在宅障がい者等援助事業…湖南地域重症心身障がい者（児）施設整備に対する補助などを実施（1,775万円）
●児童扶養手当支給事業…８月分から、母子家庭に加え、父子家庭にも児童扶養手当を支給（２億1,400万円）

 生活環境を保全し、防犯防災で人を守ります
●水質・大気等分析調査等事業…河川水質・大気・環境騒音、事業所排水調査と併せ、ＲＤ産業廃棄物最終処分場へのモニタリング調査を実施（1,281万円）
●環境基本計画推進事業…みどりのカーテンの普及を目指し、ゴーヤ苗の配布などを実施（273万円）
●一般廃棄物等処理委託事業…ごみを適正に分別収集しています。4月から、ごみ処理の有料化を実施（５億3,359万円）
●防犯のまちづくり推進事業…防犯灯の発光ダイオード（ＬＥＤ）化などを実施（2,593万円）
●公共施設の耐震化事業…保育園や幼稚園、市民体育館などの耐震補強工事などを実施（4,853万円）【債務負担】（５５０万円）

 地域活力を創生し、元気なまちを育てます
●新幹線新駅中止に伴う新たなまちづくり計画（後継プラン）の具現化…まちづくり事業として街路整備、
支線道路の整備などを実施。また、新駅計画跡地に新規企業立地を奨励するため、特例的に当該企業に対し
て、工場等誘致奨励金の交付などを実施（８億9,451万円）【債務負担】（４億円）

●有害鳥獣防除事業…有害鳥獣から農産物を守り、安心して農業が営めるよう、獣害防止にかかるフェンスの設置などを実施（491万円）
●土地改良事業推進経費…野洲川沿岸地区等施設整備にかかる負担金などを支出（１億634万円）
●中小企業振興事業…産業の活性化を目指し、中小企業振興会議を設置（5,639万円）

 対話と協働のまちづくりに市民の参画を求めます
●市民社会貢献活動促進事業…協働のコーディネーターの配置や協働事業提案の審査などを実施（1,787万円）
●市民との協働事業…歴史民俗博物館での「鉄道コレクション展」の開催や、「いきいきレンジャー」による健
康づくりの啓発活動の実施を予定（51万円）

 行政サービスの向上と経費削減を実現します
●行政改革推進事業…第５次行政改革大綱の進捗度合いの検証、また、第６次行政改革大綱策定に向けた意見
をいただくため、行政改革懇談会の設置などを実施（42万円）

 風格都市栗東づくりに邁進します
●人権啓発同和対策、同和教育推進事業…人権・同和問題に関する住民意識調査などを実施（2,580万円）
●都市計画推進事業…景観啓発事業の実施など景観行政の推進や、都市計画マスタープランの見直し、安養寺
地区計画の見直し検討などを実施（2,037万円）
●選挙…任期満了に伴う県知事選挙と参議院議員通常選挙、任期満了に伴う市長選挙とそれに併せて市議会議員補欠選挙の執行を予定（7,671万円）
●統計調査…５年に一度の国勢調査などを実施（2,394万円）
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特集：22年度施政方針・予算

問合せ…財政課　☎551-0100　 FAX 554-1123

国・県支出金
●

地方譲与税など
●

市　　　債
●

負担金・使用料など
●

そ　の　他
●

市　　　税
●

●収入

●性質別予算内訳●●一般会計●

平成22年度
271億8,600万円を１人当たりに直すと
 420,380円
●表中、上は年度予算額、下は１人当たりの予
算額、％は構成比
※１人当たりの予算額は、平成22年３月１日の
人口64,670人で割り戻したもの

●支出
総　務　費
●

民　生　費
●

公　債　費
●

教　育　費
●

土　木　費
●

衛　生　費
●

消　防　費
●

農林水産業費
●

商　工　費
●

諸支出金
●

議　会　費
●

労　働　費
●

予　備　費
●

入

平成22年度一般会計当初予算

271億8,600万円

義務的経費…地方公共団体の歳出のうち、
その支出が義務づけられ任意に削減でき
ない経費
投資的経費…その支出の効果が資本形成に
向けられ、施設など将来に残るものに支
出される経費

出
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トピック・ニュース

　

今
年
１
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
、
各

自
治
会
で
自
治
会
長
は
じ
め
生
活
環
境

保
全
推
進
員
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ

り
、
ご
み
処
理
の
有
料
化
に
つ
い
て
の

説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
多
く
の
市

民
の
皆
さ
ん
に
参
加
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

４月１日から家庭ごみの出し方が「可燃ごみ」・「その他プラスチック」・「破砕ごみ」は指定ごみ袋、「粗
大ごみ」は指定ごみシールになりました。ごみの出し方・分別方法の詳しい内容は、平成 22年度ごみ
分別ガイドブック・ごみ収集カレンダーをご覧ください。

◎
説
明
会
の
実
施

　

市
職
員
が
４
月
の
初
回
収
集
日
（
可

燃
ご
み
、
そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
破
砕

ご
み
・
粗
大
ご
み
）
の
午
前
７
時
か
ら
８

時
の
間
に
ご
み
集
積
場
を
巡
回
し
ま
す
。

指定ごみ袋等の種別 種　類 販売形態 手数料（非課税）

可燃ごみ用
指定ごみ袋

大（45㍑）１組（10枚入）500 円
中（30㍑）１組（10枚入）350 円
小（15㍑）１組（10枚入）200 円

その他プラスチック用
指定ごみ袋

大（45㍑）１組（10枚入）450 円
中（30㍑）１組（10枚入）300 円

破砕ごみ用
指定ごみ袋

大（45㍑）１組（５枚入）250 円
中（30㍑）１組（５枚入）175 円
小（15㍑）１組（５枚入）100 円

粗大ごみ用
指定ごみシール

大型家具等用 １枚 500 円
その他粗大ごみ用 １枚 150 円

◆指定ごみ袋・シールの種類

問
…
布
団
が
袋
に
入
ら
な
い
場
合

は
？

答
…
可
燃
ご
み
袋
に
入
る
よ
う
に
切
っ

て
出
す
か
、
袋
に
入
ら
な
い
場
合
は

そ
の
他
粗
大
ご
み
と
し
て
指
定
ご
み

シ
ー
ル
を
貼
っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
…
４
月
以
降
増
加
が
予
想
さ
れ
る
野

焼
き
へ
の
対
応
は
？

答
…
広
報
な
ど
で
啓
発
す
る
と
と
も

に
、
苦
情
の
連
絡
が
あ
れ
ば
現
地
指

導
に
伺
い
ま
す
。

問
…
指
定
ご
み
袋
は
、
販
売
店
の
ポ

イ
ン
ト
や
割
引
の
対
象
と
な
る
の

か
？

答
…
ポ
イ
ン
ト
や
割
引
の
対
象
と
な
ら

ず
、販
売
価
格
は
全
店
舗
同
じ
で
す
。

問
…
袋
が
破
れ
た
ら
？

答
…
破
れ
た
と
こ
ろ
を
ガ
ム
テ
ー
プ
な

ど
で
補
強
し
て
く
だ
さ
い
。

指定ごみ袋（左から）
可燃ごみ用（赤色半透明）　大（45㍑）
その他プラスチック用（無色透明）　中（30㍑）
破砕ごみ用（緑色半透明）　小（15㍑）

指定ごみ袋等による家庭ごみの収集が始まりました

◎
ご
み
集
積
場
巡
回

問合せ…生活環境課　☎ 551-0341　 FAX 552-7000

指定ごみシール（上から）
大型家具等用シール（青色）

その他粗大ごみ用シール（オレンジ色）

※市が指定するごみ袋や指定ごみシールは、スーパーマーケット・コンビニエンスストアなど取扱店証
票（右上）の表示のある店舗で購入できます（店舗一覧は、広報３月号と同時配布の「平成 22 年度
ごみの分別ガイドブック」に挟み込んでいます。また、市ホームページにも掲載しています）

◎
自
治
会
説
明
会
で
の

主
な
質
問
と
回
答

◆悪質業者にご注意！◆
　ごみ処理の有料化に伴い、廃品
回収業者と名乗り「見積無料、格
安処分」などと宣伝して、粗大ご
みを回収し、不当な処分費用を請
求するなどの悪質な手口が県内で
発生しています。一般廃棄物の収
集・運搬は市の許可が必要です。
安易に処分を依頼することは、ト
ラブルや不法投棄の元になりやす
いのでご注意ください。
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トピック・ニュース

不
法
投
棄
に
か
か
る
情
報
提
供
に
関
す
る
覚
書
を
締
結

郵
便
局
㈱
市
内
郵
便
局
、
郵
便
事
業
㈱
栗
東
支
店
と

　

３
月
３
日
、
市
と
郵
便
局
株
式
会
社

市
内
郵
便
局
な
ら
び
に
郵
便
事
業
株

式
会
社
栗
東
支
店
と
の
間
で
、「
不
法

投
棄
に
か
か
る
情
報
提
供
に
関
す
る
覚

書
」
を
結
び
、
市
役
所
で
調
印
式
を
行

い
ま
し
た
。

　

こ
の
覚
書
は
、
郵
便
局
株
式
会
社
と

郵
便
事
業
株
式
会
社
の
社
員
が
集
配
業

務
な
ど
を
通
じ
て
知
り
得
た
不
法
投
棄

に
関
す
る
情
報
を
市
に
提
供
し
て
い
た

だ
く
こ
と
で
、
不
法
投
棄
の
早
期
発
見

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

河
川
に
油
を
流
さ
な
い
で

　

事
業
所
や
家
庭
で
使
用
す
る
灯
油
等

を
処
理
す
る
と
き
の
不
注
意
に
よ
り
油

が
河
川
に
流
入
す
る
事
故
が
毎
年
数
十

件
発
生
し
て
い
ま
す
（
下
図
参
照
）。

原
因
の
多
く
は
人
的
な
も
の
で
、
何
気

な
い
不
注
意
か
ら
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
ま
す
。

　

特
に
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
、
田
ん
ぼ

に
水
を
入
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
油

が
河
川
に
流
出
す
る
こ
と
に
よ
る
水
稲

へ
の
被
害
や
、
生
態
系
等
の
環
境
へ
の

　

不
法
投
棄
は
景
観
を
損
ね
る
だ
け
で

な
く
、
新
た
な
不
法
投
棄
を
生
み
出
す

な
ど
生
活
環
境
を
阻
害
す
る
原
因
と
な

り
ま
す
。
不
法
投
棄
対
策
は
未
然
防
止

と
早
期
発
見
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
た

め
に
は
監
視
の
目
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

パ
ト
ロ
ー
ル
を
兼
ね
た
集
配
業
務
な
ど

に
よ
り
市
内
を
巡
回
し
て
い
た
だ
く
こ

と
で
、
不
法
投
棄
の
早
期
発
見
と
迅
速

な
対
応
が
図
れ
る
ほ
か
、
抑
止
効
果
が

働
き
、
不
法
投
棄
の
未
然
防
止
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。

被
害
は
、
甚
大
な
も
の
と
な
り
ま
す
。

　

事
故
に
よ
っ
て
は
原
因
者
が
特
定
さ

れ
る
と
損
害
賠
償
が
発
生
す
る
こ
と
に

も
な
り
ま
す
。
ま
た
、
事
故
対
応
に
か

か
っ
た
経
費
は
原
因
者
に
請
求
し
ま

す
。
油
が
河
川
や
水
路
に
流
入
す
る
こ

と
の
な
い
よ
う
取
り
扱
い
に
は
十
分
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
不
法
投
棄
監
視
員
や
地
域

の
協
力
の
も
と
、
パ
ト
ロ
ー
ル
や
不
法

投
棄
多
発
地
へ
の
警
告
看
板
の
設
置
な

ど
の
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
が
、
今
回

の
覚
書
の
締
結
に
よ
る
協
力
を
得
な
が

ら
、
今
後
と
も
不
法
投
棄
防
止
に
向
け

た
対
策
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

問
合
せ
…
生
活
環
境
課

☎
551-

０
３
４
１　
　

552-

７
０
０
０

FAX

▲油流出事故処理のためにオイルマ
ットを設置した現場

問
合
せ
…
生
活
環
境
課

☎
551-

０
３
３
６　
　

552-

７
０
０
０

FAX

過去の油流出等に関する事故件数

年度 件数

平成 18年度 59件

平成 19年度 53件

平成 20年度 36件
平成 21年度

（22年3月10日現在）
28件

※この数値は市が対応した事故件数です
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トピック・ニュース

問
合
せ
…
税
務
課 

納
税
推
進
室

☎
551-

０
１
０
７　
　

551-

２
０
１
０

FAX

▲平成21年度滞納処分実施件数（22年2月28日現在）

　

納
税
は
国
民
の
義
務
で
あ
る
と
同
時

に
、
私
た
ち
の
ま
ち
を
築
く
た
め
の

貴
重
な
財
源
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
公
平

性
が
保
た
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

市
で
は
、「
公
平
な
税
負
担
と
税
収

確
保
」
を
目
指
し
、
滞
納
処
分
執
行
強

化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

★
滋
賀
県
と
共
同
徴
収
事
業
を
実
施

（
４
月
〜
９
月
）

　

滋
賀
地
方
税
滞
納
整
理
機
構
か
ら
派

平
成
21
年
度  

滞
納
対
策
取
り
組
み
状
況
報
告

滞
納
は
許
し
ま
せ
ん
！

差押内容 20年度 21年度
不動産（土地・建物） 21 件 20 件
動産（絵画・陶磁器・自動車など） 50 件 17 件
債権（預貯金） 88 件 205 件
債権（給与・賞与） 29 件 11 件
債権（生命保険） ５件 ３件
債権（国税還付金） 21 件 ９件

合 計 214 件 265 件

遣
さ
れ
た
職
員
と
合
同
で
徴
収
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

◇
徴
収
対
象
額
：

　
　
１
億
４
８
０
０
万
５
千
円　
（
１
９
８
人
）

　

◇
収
納
額
：

　
　
２
４
７
６
万
９
千
円　
（
完
納
者
14
人
）

★
家
宅
捜
索
を
実
施

　

差
押
財
産
の
見
当
た
ら
な
い
滞
納
者

に
対
し
て
、
居
宅
の
家
宅
捜
索
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

◇
捜
索
件
数
：
２
件

　

◇
差
押
数
：
15
点　

★
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
を
実
施

　

差
し
押
え
た
財
産
を
ヤ
フ
ー
㈱
が
提

供
す
る
「
公
売
シ
ス
テ
ム
」
を
利
用
し
、

公
売
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

◇
売
却
数
：
15
点

　
　
（
洋
酒
、和
皿
セ
ッ
ト
、記
念
硬
貨
な
ど
）

　

◇
売
却
金
額
：
３
４
４
０
２
円

平
成
22
年
度
も
滋
賀
地
方
税
滞
納
整
理

機
構
か
ら
職
員
派
遣
に
よ
り
徴
収
強
化

を
図
り
ま
す
。

便
利
な
「
こ
ん
ぜ
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
」
で
！

金
勝
山
へ
は

　

春
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
に
Ｊ
Ｒ
栗
東

駅
・
手
原
駅
と
こ
ん
ぜ
の
里
を
結
ぶ
便

利
な
「
こ
ん
ぜ
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
」
を
運

行
し
て
い
ま
す
。
春
季
の
バ
ス
は
、
４

月
〜
６
月
ま
で
の
土
・
日
・
祝
日
に
運

行
し
、
１
日
往
復
３
便
。
バ
ス
利
用
チ

ケ
ッ
ト
の
半
券
を
集
め
て
応
募
す
る

と
、
栗
東
の
特
名
産
品
が
当
た
る
プ
レ

ゼ
ン
ト
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

＜料金＞
・１日フリーパス…大人 800 円、小学生 400 円
・片道…大人 500 円、小学生 250 円
※片道とは、乗車１回の料金です。障がい者の人は
半額（チケット購入時に障害者手帳を提示ください）

JR栗東駅
東口

JR
手原駅

中 村 片 山
道の駅

こんぜの里付近
こんぜの里
森遊館

９：10（発）９：22 ９：28 ９：31 ９：42 ９：43（着）
10：30（発） 10：42 10：48 10：51 11：02 11：03（着）
15：35（発） 15：47 15：53 15：56 16：07 16：08（着）
こんぜの里
森遊館

道の駅
こんぜの里付近

片 山 中 村
JR
手原駅

JR栗東駅
東口

９：48（発）９：49 ９：56 ９：59 10：05 10：17（着）
15：00（発） 15：01 15：08 15：11 15：17 15：29（着）
16：15（発） 16：16 16：23 16：26 16：32 16：44（着）

問
合
せ
…
栗
東
市
観
光
物
産
協
会

☎
551-

０
１
２
６　
　

551-

０
１
４
８

FAX

ＪＲ草津駅　９時ごろ発
↓

上桐生
↓

落ケ滝　散策
↓

天狗岩　眺望
↓

白石峰
↓

竜王山　眺望
↓

金勝寺　散策
↓

「道の駅こんぜの里付近」16:16 発
↓

手原駅 16:32 着
栗東駅 16:44 着

帝産バスで上桐生へ約 30分

徒歩約 45分

徒歩約 75分

徒歩約 30分

徒歩約 20分

徒歩約 55分

徒歩約 40分

こんぜシャトルバス

「こんぜシャトルバス」に乗って、
金勝山の自然を満喫！

おすすめ！
天狗岩　竜王山コース（所要時間約７時間）

天狗岩に登れば、パノラマ
の世界が広がります。ここ
で食べるお弁当は格別！
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トピック・ニューストピック・ニュース

　
「
く
り
ち
ゃ
ん
検
定
（
漢
字
・
計
算

検
定
）」
は
、
本
格
実
施
か
ら
３
年
目

を
迎
え
、
本
年
度
は
市
内
小
学
校
・
中

学
校
の
全
学
年
で
実
施
し
ま
す
。「
く

り
ち
ゃ
ん
検
定
」
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、

こ
れ
ま
で
に
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち

が
『
認
定
証
』
を
手
に
し
て
、「
自
信
・

や
る
気
・
達
成
感
」
を
生
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

本
市
教
育
顧
問
で
あ
る
川
島
隆
太
教

授
（
東
北
大
学
）
は
、｢

く
り
ち
ゃ
ん

　

教
育
研
究
発
表
大
会
を
２
月
26
日
㈮

に
、
コ
ミ
セ
ン
治
田
東
を
会
場
と
し
て

開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
市
内
の

保
育
園
・
幼
稚
園
・
幼
児
園
・
小
中
学

校
の
教
職
員
の
優
れ
た
研
究
実
践
に
対

し
て
発
表
の
機
会
を
設
け
る
と
と
も

に
、
教
育
研
究
所
の
研
究
成
果
を
発
表

し
、
本
市
の
教
育
に
資
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
教
育
研
究
奨
励
事
業
に

応
募
の
あ
っ
た
13
本
の
論
文
に
教
育
研

問
合
せ
…
教
育
研
究
所

☎
551-

０
１
３
０　
　

551-

０
１
４
９

FAX

平
成
22
年
度
「
く
り
ち
ゃ
ん
検
定
」

く
り
ち
ゃ
ん
元
気
い
っ
ぱ
い
運
動　

〜
き
ら
り
フ
ル 

チ
ャ
レ
ン
ジ
〜

小
中
学
校
全
学
年
で
実
施

問
合
せ
…

学
校
教
育
課
（
く
り
ち
ゃ
ん
検
定
）

☎
551-

０
１
３
０　
　

551-

０
１
４
９

生
涯
学
習
課（
く
り
ち
ゃ
ん
市
民
検
定
）

☎
551-

０
１
４
５　
　

552-

５
５
４
４

FAXFAX

≪「くりちゃん検定」実施スケジュール≫
第１回 第２回 第３回

くりちゃん
検定

（小学校）
４月 14日
㈬

９月３日
㈮

１月 11日
㈫

くりちゃん
検定

（中学校）
４月 14日
㈬

７月１日
㈭

12月１日
㈬

くりちゃん
市民検定

７月 24日
㈯

11月 27日
㈯

栗
東
市
教
育
研
究
発
表
大
会

検
定｣

に
取
り
組
む
こ
と
が
脳
の
「
前

頭
前
野
」
を
鍛
え
る
上
で
有
効
な
取
り

組
み
で
あ
り
、
そ
の
理
由
は
次
の
３
つ

の
活
動
が
あ
る
か
ら
と
語
り
ま
す
。

①
文
字
や
数
字
を
扱
う
こ
と

②
目
的
を
も
っ
て
指
を
使
う
こ
と

③
家
族
で
取
り
組
む
こ
と
で
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
こ
と

　

本
年
度
は
、「
く
り
ち
ゃ
ん
市
民
検

定
」
を
下
記
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
く
だ
さ
い
。「
市
民
検
定
」
の
受
検

申
込
み
方
法
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
、

究
奨
励
証
が
贈
ら
れ
、
最
優
秀
賞
を
受

賞
し
た
葉
山
東
小
学
校
特
別
支
援
教
育

グ
ル
ー
プ
の
加
藤
真
波
、高
田
木
麻
美
、

福
井
芳
彦
教
諭
の
「
発
達
課
題
に
即
し

た
、
こ
と
ば
〈
読
み
書
き
〉
を
拡
げ
る

た
め
の
教
材
・
教
具
の
工
夫
」
と
、
栗

東
中
学
校
道
徳
部
会
の
寺
田
周
峰
、
伊

賀
り
つ
子
、
中
川
章
子
教
諭
の
「『
道

徳
の
時
間
に
お
け
る
単
元
化
の
試
み
』

に
関
す
る
一
考
察
」
の
研
究
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
教
育
研
究
所
か
ら

は
、「
園
内
研
修
と
園
の
活
性
化
」、「
く

り
ち
ゃ
ん
検
定
の
シ
ス
テ
ム
の
構
築
」

に
関
す
る
研
究
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
県
教
育
委
員
会
緊
急
特
別

指
導
員
の
堀
内
了
賢
さ
ん
が
「
命
の
尊

さ
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
を
行
い
ま

し
た
。

　

市
で
は
、
今
回
の
研
究
実
践
を
今
後

の
教
育
の
充
実
に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

▲最優秀賞を受賞したグループの発表

後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「
く
り
ち
ゃ
ん
検
定
」
の
採
点
な
ど
、

運
営
に
関
わ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
を
募
集
し
ま
す
。
教
職
経
験
の
あ
る

人
、
一
緒
に
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

◎
市
民
ス
タ
ッ
フ
募
集
中
！
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りっとうの景観を語る

※ふるさと風景～わがまち栗東～を百年先の次代へと継承するため、「景観条例」「百年計画」
を制定しました。「すだじい」は、団

ど ん

栗
ぐり

の一種。団結する栗東市民を意味します。

　問合せ…都市計画課 ☎ 551-0349
　　　　　　　　　　 FAX  552-7000

　

栗
東
市
の
景
観
を
次
の
世
代
、
ま
た

そ
の
次
の
世
代
へ
と
長
い
ス
パ
ン
で
考

え
て
い
く
こ
と
は
、
必
要
な
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
、
同
時
に
、
価
値

観
や
感
覚
の
違
い
が
あ
る
中
で
、
皆
が

よ
い
と
思
え
る
街
並
み
を
残
し
て
い
く

の
は
大
変
困
難
な
こ
と
だ
と
も
思
え
ま

す
。
そ
も
そ
も「
よ
い
街
並
み
」や「
い

い
景
観
」
と
い
う
の
は
ど
う
い
っ
た
も

の
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

人
の
感
覚
と
い
う
の
は
さ
ま
ざ
ま

で
、「
い
い
」
と
感
じ
る
基
準
や
、
感

じ
方
の
度
合
も
異
な
り
ま
す
。
ま
た
、

私
た
ち
は
、
何
か
を
選
択
し
て
い
く
と

き
に
、
多
か
れ
少
な
か
れ
、
個
々
の
利

益
や
利
便
性
な
ど
、
損
得
を
判
断
基
準

の
中
に
入
れ
て
い
ま
す
。
人
が
快
適
に

生
活
し
て
い
く
中
で
、
利
益
や
利
便
性

の
追
求
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
人
が
こ
れ

ま
で
発
展
し
て
こ
ら
れ
た
の
も
、
こ
れ

ら
の
追
求
が
原
動
力
の
一
つ
で
す
。
し

か
し
、
多
様
な
価
値
観
・
感
覚
、
個
々

の
利
益
・
利
便
性
ば
か
り
を
優
先
す
る

と
、
バ
ラ
バ
ラ
で
、
今
ま
で
と
な
ん
ら

変
わ
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。
や
は

り
、
私
た
ち
が
、
よ
い
景
観
を
残
し
て

い
こ
う
と
す
る
と
き
に
、
あ
る
程
度
の

約
束
事
を
持
つ
こ
と
は
必
要
だ
と
思
い

ま
す
。
で
す
が
、
両
者
の
間
に
う
ま
く

バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て
い
く
こ
と
が
大
事

だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
以
前
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
巡
る
機

会
が
あ
り
ま
し
た
。
４
カ
国
で
す
が
、

パ
リ
、
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
、
ゲ
ン
ト
、
ブ

ル
ー
ジ
ュ
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
、
ウ
ィ
ー

ン
、
ツ
ェ
ル
マ
ッ
ト
と
い
っ
た
街
を
巡

り
ま
し
た
。
ど
の
街
も
美
し
く
、
ま
さ

に
「
絵
に
な
る
風
景
」
で
し
た
。
旅
と

い
う
夢
と
憧
れ
の
中
で
の
感
覚
で
す
か

ら
、
実
際
に
生
活
す
る
の
と
は
、
多
少

感
覚
の
違
い
は
あ
る
で
し
ょ
う
。
し
か

し
、
ど
の
街
か
ら
も
、
芸
術
文
化
を
愛

し
、
守
っ
て
き
た
歴
史
の
厚
み
と
、
意

志
の
継
承
を
感
じ
ま
し
た
。

　

パ
リ
は
ま
さ
に
皆
か
ら
愛
さ
れ
る
街

で
す
が
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
文
化
省
直
属

の
国
家
公
務
員
の
フ
ラ
ン
ス
建
造
物
監

視
建
築
家
が
各
県
に
い
て
、
パ
リ
に
は

７
人
が
い
る
そ
う
で
す
。
景
観
規
制
地

区
で
は
、
建
造
物
監
視
建
築
家
が
許
可

し
た
建
物
で
な
い
と
新
築
・
改
築
な
ど

が
で
き
な
い
仕
組
み
な
の
で
す
が
、
建

築
物
の
許
可
に
あ
た
っ
て
は
明
文
化
さ

第 13 回寄稿

川内 耕 氏
栗東高等学校美術科　教諭
栗東市景観百年審議会・委員

◎
バ
ラ
ン
ス
感
覚
と

意
識
の
継
承

れ
た
も
の
は
な
く
、
そ
の
時
そ
の
時
の

建
築
家
の
判
断
に
任
さ
れ
て
、
許
可
し

た
あ
と
は
細
か
い
口
出
し
は
し
な
い
そ

う
で
す
。
厳
し
い
よ
う
で
、
な
ん
と
な

く
自
由
度
が
あ
り
ま
せ
ん
か
？　

皆
に

好
か
れ
る
街
並
み
は
約
束
事
の
上
に
も

個
の
主
張
や
自
由
度
が
あ
る
よ
う
に
思

え
ま
す
。

  

栗
東
市
の
景
観
を
考
え
て
い
く
作
業

は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
が
、
こ
の
取

り
組
み
の
歴
史
が
、
よ
い
街
並
み
を
残

し
て
い
く
市
民
の
意
識
の
継
承
と
な
っ

て
い
く
こ
と
を
願
い
つ
つ
、
私
自
身
教

育
に
お
い
て
、
よ
い
景
観
を
残
し
て
い

く
意
識
や
、
芸
術
文
化
を
愛
す
る
心
を

少
し
で
も
育
て
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て

い
ま
す
。

▼

絵
に
な
る
風
景
〜
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
街
並

み
〜
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りっとう再発見

　

大
宝
神
社
（
栗
東
市
綣
）
は
、
大
宝

年
間
（
７
０
１
〜
７
０
４
）
に
鎮
座
し

た
と
伝
え
ら
れ
る
古
社
で
、
江
戸
時
代

ま
で
は
大だ

い

宝ほ
う

天て
ん

王の
う

宮ぐ
う

・
今い

ま

宮み
や

応お
う

天て
ん

大だ
い

神じ
ん

宮ぐ
う

な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
疫
病

を
鎮
め
る
牛ご

頭ず

天て
ん

王の
う

と
し
て
信
仰
を
集

め
、
そ
の
氏
子
（
泫
１
）
圏
は
現
在
の

栗
東
市
域
を
中
心
に
50
余
り
の
村
々
に

ま
た
が
る
広
大
な
も
の
で
し
た
。

　

毎
年
５
月
４
日
に
行
わ
れ
る
例
大
祭

で
は
、
拝
殿
に
３
基
の
神み

こ
し輿

が
据
え
ら

れ
、
本
殿
で
は
祝の

り
と詞

奏そ
う

上じ
ょ
う

、
神
楽
舞
の

奉
納
、
玉た

ま

串ぐ
し

奉ほ
う

奠て
ん

と
い
っ
た
神
事
が
行

わ
れ
ま
す
。
神
事
が
済
む
と
、
氏
子
た

ち
は
神
輿
を
担
い
で
拝
殿
の
周
囲
を
回

り
、そ
の
後
御お

旅た
び

所し
ょ

へ
と
向
か
い
ま
す
。

御
旅
所
で
は
宮ぐ

う

司じ

ら
に
よ
る
神
事
が
行

わ
れ
、
神
輿
は
再
び
大
宝
神
社
へ
と
帰

っ
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
祭
礼
行
事

は
、
村も

生ろ

人と

講こ
う

・
長お

と
な老

講こ
う

・
天て

ん

王の
う

講こ
う

と

い
う
３
つ
の
講
（
泫
２
）
を
中
心
と
し

て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
宝
神
社
に
残
さ
れ
る
文
書
か

ら
、
５
０
０
年
余
り
前
の
明
応
７
年

（
１
４
９
８
）
に
は
卯う

月づ
き

祭さ
い

礼れ
い

と
い
う

祭
礼
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
も
と
も
と
、
旧
暦
の
卯
月

（
４
月
）
の
初は

つ

子ね

の
日
に
行
わ
れ
て
い

た
例
祭
が
、
新
暦
に
あ
わ
せ
て
変
更
・

固
定
さ
れ
た
の
が
、
現
在
毎
年
５
月
４

日
に
行
わ
れ
て
い
る
例
大
祭
で
す
。
た

だ
し
、
５
０
０
年
間
に
わ
た
っ
て
、
一

貫
し
て
同
じ
よ
う
に
祭
礼
が
行
わ
れ
て

き
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
祭
礼
を

担
う
講
に
注
目
す
る
と
、
少
な
く
と
も

江
戸
時
代
末
期
か
ら
明
治
時
代
初
期
の

間
に
一
つ
の
転
換
期
が
あ
っ
た
よ
う
で

す
。

　

江
戸
時
代
後
半
の
文
化
14
年

（
１
８
１
７
）、
祭
礼
の
費
用
を
賄
う
た

め
に
大
宝
天
王
宮
を
実
質
的
に
取
り

仕
切
っ
て
い
た
神じ

ん

応の
う

院い
ん

が
講
元
と
な

っ
て
、
大だ

い

宝ほ
う

天て
ん

王の
う

相そ
う

続ぞ
く

講こ
う

が
つ
く
ら

れ
ま
し
た
。
大
宝
天
王
相
続
講
に
関

連
す
る
資
料
は
、
幕
末
の
文
久
３
年

（
１
８
６
３
）
ま
で
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
、
主
に
会
計
に
関
す
る
記
録
が
残

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
大
宝
神
社
の
例
祭
は
明

治
時
代
の
初
め
に
一
時
期
中
断
し
た

時
期
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
明
治
11
年

（
１
８
７
８
）、
例
祭
を
再
び
執
り
行
う

た
め
に
滋
賀
県
に
宛
て
て
出
さ
れ
た
申

請
書
で
は
、
神
輿
に
供ぐ

奉ぶ

す
る
行
列
を

古
式
に
倣な

ら

っ
て
出
す
、
村
生
人
講
・
長

老
講
・
十じ

ゅ
う

八は
ち

日に
ち

講こ
う

の
３
つ
の
講
が
登
場

し
、
宮
司
や
戸こ

長ち
ょ
う

と
と
も
に
各
講
の
代

表
者
の
署
名
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
役
割
は
、
今
日
の
村
生
人
講
・
長

老
講
・
天
王
講
が
担
っ
て
い
る
の
と
同

様
の
も
の
で
、
現
代
と
の
連
続
性
が
考

え
ら
れ
ま
す
。
明
治
時
代
以
降
の
こ
れ

ら
の
講
に
関
す
る
記
録
は
、
当
番
の
名

前
や
行
列
の
役
割
分
担
に
関
す
る
内
容

61○
～大

だ い

宝
ほ う

神社の例
れ い

大
た い

祭
さ い

～
大宝神社の例大祭で担がれる神輿

が
主
と
な
り
、
例
祭
の
会
計
に
関
わ
る

内
容
は
見
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
江
戸

時
代
の
大
宝
天
王
相
続
講
と
、
明
治
以

降
の
村
生
人
講
・
長
老
講
・
天
王
講
と

の
間
に
は
、
明
ら
か
な
性
格
の
違
い
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　

姿
を
変
え
な
が
ら
今
日
ま
で
伝
え
ら

れ
て
き
た
例
大
祭
は
、
近
年
で
は
前
日

に
行
わ
れ
る
宵よ

い

宮み
や

で
の
子
ど
も
綱
引
き

大
会
や
和
太
鼓
の
演
奏
、
例
大
祭
当
日

の
子
ど
も
神
輿
や
女
性
が
担
ぐ
さ
つ
き

神
輿
が
加
わ
っ
て
、
よ
り
一
層
の
盛
り

上
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

※
栗
東
歴
史
民
俗
博
物
館
で
は
、
４
月

29
日
㈷
か
ら
７
月
19
日
㈷
ま
で
、『
大

宝
神
社
文
書
』
を
中
心
に
、
大
宝
神

社
に
伝
わ
る
文
化
財
を
展
示
し
ま

す
。

泫
１【
氏
子
】…
同
じ
地
域
に
住
む
人
々

が
共
同
で
祭
る
神
の
こ
と
を
氏
神
と

い
い
、
そ
の
神
を
信
仰
す
る
人
々
の

こ
と
。
ま
た
、
氏
子
が
住
む
範
囲
の

こ
と
を
氏
子
圏
と
い
う
。

泫
２
【
講
】
…
中
世
以
降
、
民
衆
の
あ

い
だ
で
組
織
さ
れ
た
仏
事
や
神
事
を

行
う
た
め
の
結
社
。
の
ち
に
は
、
金

融
・
相
互
扶
助
・
共
同
労
働
・
同
業

組
合
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
を
持
つ

講
が
組
織
さ
れ
、
栗
東
市
域
に
も
約

１
７
０
の
講
が
あ
っ
た
。

　問合せ…栗東歴史民俗博物館 ☎554-2733    554-2755FAX
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フフオオトト

ニニユユーースス
このページは皆さんからの情報をお待ち

しています。地域の出来事や話題をお寄

せください。広報係が取材に伺います。

　政策秘書課広報係　☎551-0641
FAX554-1123

２月６日（栗東駅東口広場）
栗東市農業後継者クラブが毎月大津市で開催している金勝市場を、地元でも開催
しようとＪＲ栗東駅前で今回初めて開催しました。地域でとれたものを地域で消
費する、いわゆる地産地消の推進を目指して、栗東産を中心に、お米や新鮮な野
菜などを販売。無料の振る舞い汁もあり、多くの人で賑わいました。
今後も、毎月第１土曜日に継続して開催予定で、次回は４月３日㈯午前９時から
栗東駅東口広場で開催されます。

栗東駅前で産直市「金勝市場」を開催

２月20日（森遊館）
石川県能

の

美
み

市の「能美ほっこりまつり」と栗東市の「東海道ほっこりまつり」。「ほっ
こりまつり」という名称、「ファンクラブ」という活動団体の名称など度重なる偶然
から、能美の里山ファン倶楽部と栗東市街道百年ファンクラブの情報交換や交流が
始まりました。今回、能美の里山ファン倶楽部のメンバー16人が、東海道ほっこり
まつりの会場である目川～岡地域や和中散本舗（六地蔵）の東海道を訪れ、イベント
や取り組みなどまちづくりについて情報交換を行いました。サミットでは、参加者
から「“街道”と“里山”の文化や歴史など互いに違った資源があり、交流すること
に意義がある」「手作りと工夫をキーワードに地域を元気づける取り組みが共通して
いる」などの意見が出ました。今後、それぞれの「ほっこりまつり」に相互参加をす
るなど、交流を広めていくことを約束。これからの交流が楽しみです。

“ほっこりまつり”が取り持つ縁
ほっこりサミットを開催

▲栗東産の新鮮な野菜などを販売

▲▲

新
た
な
交
流
が
始
ま
り
ま

し
た
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フォト・ニュース

２月14日　びわこ栗東駅伝～ク
ロカンin野洲川～（野洲川運動公園）
冬の澄み渡った青空のもと、県
内外から、一般、高校、市内、
女子、小学校の５部門で参加者
486人が健脚を競いました。

2月19日　りっとう教育ファ
ーム実践発表会（大宝小学校）
教育ファームのモデル事業であ
る大宝小学校田んぼの学校の取
り組みを発表し、パネルディス
カッションなどを行いました。

２月27日　湖南３市精神障がい者
家族会交流会（コミュニティセンター治田東）
心の相談カウンセラー高森信
子さんを講師に、“精神障がい
のある人の回復力を高める接
し方”についての講演を実施。

２月28日　春の地域消防総
合訓練（赤坂公民館付近一帯）
春の火災予防運動の一環とし
て、中消防署、市消防団、赤
坂自治会、市の合同で消防訓
練を行いました。

３月６日　ゆったり　のんびり　微笑みの
国“タイ”時間（コミュニティセンター治田東）
栗東国際交流協会の国際理解講
座として、タイ文字で自分の名
前を書いたり、タイ式マッサー
ジを体験したりしました。

３月６日　人権を考える
つどい（さきら）
地域や企業、学校園からの事例発
表に続いて、水澤心吾さんによる
一人芝居「決断命のビザ」杉原千
畝物語の公演が行われました。

２月 28日（なごやかセンター）
市健康増進計画“健康りっとう２１”の策定から第
４回目となる健康づくりシンポジウムを開催。基調
講演講師の中原今日子さんは“あなたの健康がまわ
りを健康にする”ということで今日からできる健康
づくりのための運動のポイントを、実技を交えてわ
かりやすく講演。続いて「いきいきと暮らせる栗東
(まち ) をめざして」をテーマに健康づくりネット
ワーク会議・地域・お店・学校の代表をシンポジス
トにお迎えしシンポジウムを行いました。最後には
治田西小学校パワフルキッズによる「元気じるしく
ん体操」の紹介・発表もあり、楽しく行われている
健康づくりの取り組みを知り、つながって健康づく
りを行っていく大切さを学びました。

つなげよう、健康づくりの輪！
～あなたの健康、家族の安心～

２月10日（大宝小学校）
４年生の児童がＮＨＫ大津放送局のチーフ・アナ
ウンサー小山正人さんから、朗読の仕方について
指導を受けました。「ごんぎつね」の朗読をとおし
て、「字を読まない」「画面をイメージして声に出
す」「話を伝えるリズム」など、朗読のこつをいろ
いろ教わりました。子
どもたちは、普段の授
業とは少し違った緊張
感の中で、がんばりま
した。

プロのアナウンサーから
朗読の仕方を学んだよ

▲みんなで楽しくストレッチ

▲
プ
ロ
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

▲

の
お
話
に
興
味
津
々
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　このコーナーでは、皆さんからの投稿
を募集しています。
　①イラスト・絵手紙②詩③あなたが撮っ
た市内の風景（人物が写っている場合は、
本人の了承を得て投稿してください）④子
どもの何気ない一言など。
　投稿は、未発表のものに限ります。は
がき・ＦＡＸ・Ｅメールなどでお寄せく
ださい。ペンネームでも結構です。ただ
し、①③は掲載後、返却しますので、必
ず住所と本名を記載してください。
　また、地域でキラリと輝く人を紹介し
てください。広報係が取材に伺います。
【あて先】〒 520-3088（住所不要）
　栗東市役所政策秘書課広報係
　☎ 551-0641　 FAX 554-1123
　E-mail　kohokocho@city.ritto.lg.jp

思いやる　心が育てる　みんなの人権　～人権の世紀21世紀スローガンコンテスト 最優秀賞作品～

　
　

　

5
年
生
が
パ
ン
ジ
ー
の
苗
を

一
鉢
ず
つ
用
意
し
、
学
区
内
に

住
ん
で
い
る
一
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
へ
届
け
に
行
き
ま
し
た
。

苗
の
準
備
な
ど
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
の
協
力
を
い
た
だ

き
、
ま
た
、
配
り
に
行
く
と
き

は
地
振
協
福
祉
人
権
部
会
や
民
生
児
童
委
員
の

皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
く
な
ど
、
た
く
さ
ん

の
人
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
花
が
届
く
の

を
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
る
人
も
い
て
、
喜
ん

で
く
だ
さ
る
姿
に
子
ど
も
た
ち
は
心
を
う
た
れ

た
よ
う
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の
感
想
の
一
部
を

紹
介
し
ま
す
。

　
〝
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
届
け
に
行
っ
て
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
が
う
れ
し
そ
う
だ
っ
た
の
で
自
分

も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。「
あ
り
が
と
う
」
と
、

泣
い
て
言
っ
て
く
れ
た
の
も
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。
こ
ん
な
に
楽
し
み
に
し
て
く
れ
て
い
た
ん

だ
と
わ
か
り
ま
し
た
。
来
年
も
や
り
た
い
な
と

思
い
ま
し
た
。〞

　
〝
と
て
も
喜
ん
で
く
だ
さ
る
の
で
、
お
花
も

家
族
の
一
員
な
の
だ
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。
そ

れ
に
、
お
花
を
わ
た
す
と
き
、
わ
た
し
も
う
れ

し
く
な
り
ま
し
た
。〞

　

後
日
、
お
礼
の
手
紙
を
送
っ
て
く
だ
さ
っ
た

人
も
あ
り
、
お
花
を
通
じ
て
心
が
通
い
合
っ
た

こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
来
年
も
子
ど
も
た

ち
と
と
も
に
、
こ
の
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い

で
す
。

（
学
校
か
ら
）

“キラッ！”“キラッ！”と
“きらり”

その時子どもが

「教育長への手紙」から ㉔             

　わたしたちの栗東には数多
くの観光スポットがあるのを
ご存じですか？
　森林浴の森百選に選ばれて
いる金勝山系には、奇岩や琵
琶湖、比良山の眺望を満喫で
きるハイキングコースをはじ
め、石仏や名刹などの史跡が
あり、他にも東海道、中山道
の名所、旧跡、また神社仏閣
など数多くの観光スポットがあります。
　しかし、栗東に長年住んでいてもこれらを知らない人がたくさ
んいます。私たちボランティア観光ガイド協会はそういう人たち
と一緒に歩きながら、一人でも多くの人に「我がまち・栗東」を
知ってほしいと活動をしています。
　現在、栗東市ボランティア観光ガイド協会（愛称はくりちゃん
ガイド）の会員は19人です。毎月１回市役所で例会を開催し、情
報交換や勉強会のほか、現地研修なども行い自己研鑽にも心がけ
ています。
　来月から広報りっとうのこの場所で栗東の観光スポットを順次
紹介しますので、どうかご注目ください。
　わたしたちはもっともっと仲間の輪を広げたいと思っていま
す。ボランティア観光ガイドは郷土史家ではありませんので、専
門的な知識はいりません。少しの知識とおもてなしの気持ちがあ
ればＯＫです。興味のある人は、経済観光振興課までご連絡くだ
さい。お待ちしています。

問合せ…経済観光振興課　☎ 551-0126　 FAX 551-0148

栗東市ボランティア観光ガイドの

▲わたしたちボランティア観光
ガイドです

（紹介は来月からです）



15 広報りっとう　　　2010. ４. １

み～んなのひろば

みんながいるからたのしいね　あそぶともっとたのしいね　みんなともだちニコニコいっしょ　～平成21年度人権啓発標語 優秀賞作品～

■
野
球
を
始
め
た
の
は
い
つ
で
す
か
？

　

小
学
１
年
生
の
と
き
（
木
村
さ
ん
）、小
学
２
年
生
の
と
き
（
佐

川
さ
ん
）、
小
学
４
年
生
の
と
き
（
原
田
さ
ん
）
で
す
。
友
達
に

誘
わ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
３
人
と
も
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
に
入
り
、
野
球
を
始
め
ま
し
た
。

■
野
球
の
魅
力
は
？

　

チ
ー
ム
で
プ
レ
イ
す
る
と
い
う
こ
と
が
野
球
の
魅
力
の
一
つ
だ

と
思
い
ま
す
。
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
そ
れ
ぞ
れ
セ
カ
ン
ド（
佐
川
さ
ん
）

と
、
セ
ン
タ
ー
（
原
田
さ
ん
、
木
村
さ
ん
）
を
守
っ
て
い
ま
す
が
、

選
手
同
士
の
連
係
が
う
ま
く
い
く
か
ど
う
か
で
、
結
果
が
変
わ
っ

て
く
る
こ
と
が
お
も
し
ろ
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
攻
撃
も
、
打
者

と
走
者
の
連
係
が
あ
り
、
楽
し
い
で
す
ね
。

■
草
津
リ
ト
ル
シ
ニ
ア
は
ど
ん
な
チ
ー
ム
で
す
か
？

　

大
家
友
和
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
の
中
学
生
チ
ー
ム
と
し
て
平

成
16
年
に
で
き
た
チ
ー
ム
で
す
。
現
在
２
年
生
が
31
人
、
３
年
生

が
15
人
所
属
し
て
い
て
、
木
曜
日
と
土
・
日
曜
日
の
週
３
回
練
習

し
て
い
ま
す
。
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
よ
く
て
、
強
い
チ
ー
ム
で
す
。

■
全
国
選
抜
大
会
で
の
目
標
は
？

　

草
津
リ
ト
ル
シ
ニ
ア
の
先
輩
た
ち
は
過
去
２
回
全
国
選
抜
大
会

に
出
場
し
て
い
ま
す
が
、１
回
戦
を
突
破
し
た
の
が
最
高
で
し
た
。

先
輩
た
ち
を
超
え
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
、
今
年
の
大
会
で
は

な
ん
と
し
て
も
２
回
戦
突
破
以
上
の
成
績
を
残
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

■
こ
れ
か
ら
が
ん
ば
り
た
い
こ
と
は
？

　

全
国
選
抜
大
会
の
あ
と
、
夏
に
神
宮
球
場
（
東
京
）
で
日
本
選

手
権
大
会
が
あ
り
ま
す
。
５
月
下
旬
か
ら
の
関
西
大
会
で
上
位
６

チ
ー
ム
の
み
出
場
で
き
る
の
で
、
出
場
を
目
指
し
て
チ
ー
ム
の
仲

間
と
一
緒
に
が
ん
ば
り
ま
す
。
ま
た
、
少
し
先
に
な
り
ま
す
が
、

高
校
生
に
な
っ
た
ら
、
ぜ
ひ
甲
子
園
に
出
場
し
た
い
で
す
ね
。

　

好
き
な
プ
ロ
野
球
チ
ー
ム
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
佐
川
さ
ん
が
ソ

フ
ト
バ
ン
ク
、
原
田
さ
ん
が
阪
神
、
木
村
さ
ん
が
巨
人
と
答
え
て

く
れ
ま
し
た
。
プ
ロ
野
球
観
戦
に
行
っ
た
と
き
に
は
、
選
手
が
状

況
に
応
じ
て
守
備
位
置
を
変
え
て
い
る
様
子
な
ど
、
自
分
の
プ
レ

イ
の
参
考
に
な
る
プ
ロ
の
技
を
見
る
よ
う
に
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

問合せ…草津警察署 生活安全課 ☎ 563-0110
　　　　　  　　　　　　　　 FAX 563-0116

振り込め詐欺にご注意を！
～振り込め詐欺の犯人のセリフです～ 
こんな言葉にだまされないように！！
◆オレオレ詐欺◆
「携帯電話の番号が変わった」
「風邪をひいて声が出にくい」
「警察沙汰にしたくないから…」
「示談金が必要になった」
◆還付金等詐欺◆
「還付金があるのでATMへ…」
「ATMに着いたら電話して…」
◆融資保証金詐欺◆
「お金を貸しますが…」 
「先に保証金を支払ってください」 
「エクスパックで保証金を送ってください」 
◆架空請求詐欺◆
「利用している○○の料金が未払いです」 
「裁判を起こして財産を差し押さえます」

　　草津警察署安全伝言板

みんなで考えよう！ これからの循環型社会みんなで考えよう！ これからの循環型社会

問合せ…生活環境課 環境政策係 ☎ 551-0336
　　　　　  　　　　　　　　 FAX 552-7000

◆地球温暖化防止◆

　「循環型社会」は、資源やエネルギー
を有効に繰り返し使う社会です。限り
ある地球の資源を大切に使って、地球
と仲良くしていきましょう。
　また、ごみの減量化・資源化を推進
しましょう。
『ごみを減らす』
○買い物袋を持参しましょう。
○過剰包装は断りましょう。
○長く使えるものを選びましょう。
○環境に配慮した商品を選びましょう。
『繰り返し使う』
○修理して使いましょう。
○リサイクルショップなどを活用しま
しょう。

『再生利用する』
○ごみの分別を徹底しましょう。
○資源ごみのリサイクルに協力しまし
ょう。

栗東人栗東人
左から

佐川拓巳さん（栗東中２年）
原田真弥さん（栗東西中２年）
木村瑛斗さん（栗東中３年）
　硬式野球チーム「草津リト
ルシニア（愛称：パンサーズ）」
に所属。チームは昨年のリト
ルシニア関西連盟秋季大会で
ベスト４となり、今春全国選
抜大会に出場します。
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仲間の　の　

　このページは、市内のボランティアや
市民活動グループ・生涯学習グループの
活動内容を紹介するコーナーです。
問合せ…栗東市ボランティア・市民活動支援センター

☎ 553-0056
FAX  553-5268

市
で
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。

h
ttp
:/
/
w
w
w
2
.c
ity
.ritto

.
sh
ig
a
.jp
/m
o
b
ile
/

上
の
コ
ー
ド
か
ら
も
ア
ク
セ
ス
可
。

わ
音
楽
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き
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マ
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集
合

〜
マ
ミ
ー
ズ
バ
ン
ド
奏

か

な

で

〜

  

活
動
を
始
め
た
き
っ
か
け

　

今
月
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
の
演
奏

活
動
を
行
っ
て
い
る
、
マ
マ
た
ち
の
ブ

ラ
ス
バ
ン
ド
「
マ
ミ
ー
ズ
バ
ン
ド
奏
」

を
紹
介
し
ま
す
。

　

音
楽
好
き
の
マ
マ
た
ち
が
集
ま
り
、

平
成
20
年
３
月
に
結
成
し
ま
し
た
。
当

初
メ
ン
バ
ー
は
10
人
く
ら
い
で
し
た

が
、
そ
の
後
少
し
ず
つ
増
え
て
、
現
在

は
20
〜
40
代
を
中
心
に
約
40
人
で
活
動

し
て
い
ま
す
。
２
人
の
指
導
者
に
指
導

を
受
け
て
、
楽
し
く
練
習
と
演
奏
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
演
奏
で
あ
っ
て
も
、

聴
い
て
も
ら
う
以
上
は
し
っ
か
り
と
し

た
演
奏
を
聴
い
て
ほ
し
い
と
思
い
、
が

ん
ば
っ
て
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
演
奏

を
楽
し
く
聴
い
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん

と
の
交
流
を
も
て
る
こ
と
に
や
り
が
い

を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

６
月
12
日
㈯
に
は
さ
き
ら
中
ホ
ー
ル

で
初
め
て
の
定
期
演
奏
会
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
団
員
も
随
時
募
集
中
で
す
。

楽
器
を
持
っ
て
い
て
演
奏
で
き
る
人
な

ら
ど
の
楽
器
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。
興
味
の

あ
る
人
は
ぜ
ひ
問
合
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

火
曜
日
ま
た
は
土
曜
日
の
午
前
中
を

基
本
に
原
則
月
４
回
練
習
を
し
て
い
ま

す
。
場
所
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
と
さ
き
ら
を
半
々
く

ら
い
の
割
合
で
使
い
ま
す
。
一
緒
に
練

習
に
来
る
子
ど
も
た
ち
は
０
歳
か
ら
中

学
生
ま
で
い
ま
す
が
、
お
母
さ
ん
た
ち

が
練
習
を
し
て
い
る
間
、
年
齢
を
超
え

て
自
由
に
仲
良
く
遊
ん
で
い
ま
す
。

　

演
奏
活
動
は
老
人
ホ
ー
ム
や
幼
稚

園
・
保
育
園
・
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
な

ど
か
ら
の
依
頼
を
受
け
て
の
演
奏
が
中

心
。
子
ど
も
向
け
、高
齢
者
向
け
な
ど
、

依
頼
元
の
希
望
に
合
わ
せ
て
演
奏
曲
を

選
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
年
９
月
の

滋
賀
県
吹
奏
楽
祭
「
ブ
ラ
ス
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
」
へ
の
出
演
も
し
て
い
ま
す
。
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人口（３月1日現在）　人口64,670人　男32,438人　女32,232人　前月より41人減　世帯数23,727世帯
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この広報紙は古紙配合の再生紙と大豆インク　　　　　 を使用しています。

▲力を合わせて美しい音色を奏でています

▼
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導
者
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丁
寧
な
指

導
を
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け
て
練
習

▼

　　　　有料広告掲載のお申込み・お問合せは　政策秘書課　広報係　☎551-0641　　554-1123へ広告欄 ※掲載している広告の内容などのお問合せは、直接広告主へお願いします。
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